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発泡スチロールの切削加工における
完全対応及び生産性の向上

▲

3Dデータの収集・作成スピードの向上

▲

3Dデータの精度向上

ものづくり技術
CRAFT 龍野コルク工業 株式会社　丨　事業分野：プラスチック製品製造業　技術分野：立体造形　丨　設備投資

［事業計画名］

　発泡スチロールの切削加工において、複雑なデザインを持つ立体物は対応困難なものや納期が長期間
になるものがある。そこで3Dスキャナ・CAD・CAMにより設計および加工方法を革新し、対応可能分野の
拡大と納期短縮を可能にした。

　龍野コルク工業㈱は昭和33年設立。発泡スチロール業界で老舗であると同時に、業界のパイオニアでも
ある。顧客の注文に応じて製造する下請け業務に留まらず、これまで蓄積したノウハウを活かし、顧客への
企画・提案をはじめ、自社製品開発も行っている。
　同業界は金型により成型する成形分野と発泡スチロールをカット・切削する加工分野に大別されるが、
加工分野において以下の課題がある。
　・図面がなく、現物から再現する場合、再現精度に限界が生じる
　・3Dデータの収集及び作成に時間を要する
　・切削加工が可能な形状等が限定される
　本事業はこれらの課題を解決することで、発泡スチロールのあらゆる対応を自社内で可能とし、顧客対応
力および競争力強化を行った。

　本事業の取組みは『加工分野』の改善である。加工は、“一
点物の製造” “大型製品の製造” “量産品の企画提案” 等で行
われるが、同社は3次元加工を業界でもいち早く手掛けてい
ることから、顧客から相談依頼が多い。その顧客ニーズに高
いレ ベ ルで 対 応 するために「3Dスキャナ」「3D CAD、
CAM」「半自動段取り替え装置」の導入を行った。
　具体例として、複雑かつ自由曲面の物体を図面がない状態
で再現する場合、これまでは現物を直接寸法測定し作図をし
ていたことから、非常に時間を要す上、高い精度の再現が不
可能であった。それを3Dスキャナで読み取り、3DCADで
データ化することで、短時間で高精度対応が可能となった。
　また、これまでの3DCAMでは切削加工方法が限定され
ていたため、切削工数が多く取られていた。しかし、新たに
導入した3DCAMでは切削加工方法の選択肢が多く、複雑
形状でも切削工数を減らすことが可能となった。

発泡スチロール成型加工、切削加工、コーティング加工、発
泡スチロール製品開発 等

　当社は業界の中では老舗と呼ばれる会社です。発泡スチ
ロールメーカーのパイオニアとして、業界をリードしていく。そ
のために他社との差別化を求め、常に先へ進むことを意識して
います。
　その一つが、自社製品開発です。これまで蓄積した発泡スチ
ロールのノウハウを活かし、医療・介護・健康などの分野に進
出しております。また差別化は製品開発だけではありません。
　顧客ニーズへの対応力を常に高め続けることも重要です。当
社では顧客からの開発ニーズに徹底的に対応することを心が
けています。技術的な難題に当たった時、出来ないと言いたく
なることがあります。しかし「とことんやってやれ！」と発奮
し、それを絶対にやりきります。
　また、当社のノウハウを活かし、顧客の製品設計段階から協
力を行っています。顧客から言われた通り製造するのではな
く、開発支援まで行う。そこまでやるから顧客から信用を頂
き、その結果、利益が付いてくると考えています。
　当社では、生産スピードの向上に関しても常に追い求めてい
ます。お客様が必要な時に製品をお渡しする。そのために現場
では少しでも早く生産できるように考え、改善しています。
　本事業の取組みはまさに当社の開発能
力とスピードを向上させるものです。今後
もあきらめずにとことんやりぬく姿勢で邁
進したいと考えております。

取り組みの背景

発泡スチロールで制作したレリーフの加工工程

導入した段取り替え装置と３次元切削機

3Dスキャナ 3DCAD 3DCAM

切除

完成

取り組みの目標

取り組み内容

発泡スチロールへの
あらゆるニーズに対応可能

POINT

1

顧客が待っていることを
想定し、常にスピードを求める

POINT

2

　本事業による切削加工能力の向上で、発泡スチロールの成
型加工におけるあらゆるニーズに対応可能となった。従来か
ら同社では、材料の製造から成型加工後の表面加工（塗装
等）も自社で実施していることから、本事業により発泡スチ
ロール分野において自社でほぼ全て対応が可能となった。

　本事業の成果は、これまで対応困難だった形状の切削加
工に対応できるようになったことだが、もう一つの大きな成
果として、納期の劇的な短縮が上げられる。3D データの収
集・作成での納期短
縮にとどまらず、加
工機械の段取り替え
も改善し、トータル
で大幅な納期短縮を
実現した。
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発泡スチロール成形機、スライサー、各種カット機、圧縮加
工機、ウレタンスプレー機、各種糊付け機、木工プレス機、
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主要生産設備

同社の強み

顧客の製品設計段階から企画・提案
できる高いノウハウと、材料の生産から
加工、塗装までの社内一貫生産体制

諦めることなく、
　　　　　常に進歩を追い求める

代表取締役
片岡  孝次氏

▲

切削加工の速度向上

　このように「3Dスキャナ⇒3DCAD⇒3DCAM」を連動さ
せることで、加工分野で、上述の例以外においてもほぼ全て
の顧客ニーズに対応可能となり、また納期と精度においても
格段に向上している。


